


― 1 ―

     

公
益
社
団
法
人  

関
西
吟
詩
文
化
協
会

悠
久
の
名
詩
選
Ⅱ

中
国
の
名
作
シ
リ
ー
ズ



― 4 ―

之
を
知
る
も
の
は
之
を
好
む
も
の
に
し
か
ず
、
之
を

好
む
も
の
は
之
を
楽
し
む
も
の
に
し
か
ず
と
は
、
孔
聖

の
道
を
語
り
し
所
な
り
。
吟
詩
も
亦
然
り
。
た
だ
其
の

詩
を
知
り
、
そ
の
詩
を
吟
ず
る
の
み
な
る
は
未
だ
し
、

之
を
好
む
に
い
た
り
て
よ
し
。
た
だ
之
を
好
む
も
未
だ

可
な
ら
ず
、
其
の
意
を
悟
り
其
の
義
を
楽
し
む
に
い
た

り
て
完
き
な
り
。
楽
し
め
ば
則
ち
生
ず
。
詩
中
の
景
、

詩
中
の
情
、
油
然
と
し
て
其
の
心
に
生
じ
来
り
て
、

己
れ
遂
に
詩
中
の
人
と
な
る
、
こ
れ
を
同
化
と
い
う
。

吟
詩
の
妙
味
こ
こ
に
あ
り
、
修
養
の
道
も
亦
こ
こ
に

あ
り
。
わ
れ
諸
君
と
こ
こ
に
従
事
せ
ん
。　

巻　
　

頭　
　

言

初代会長 　藤 澤 黃 坡 先生 遺訓

二代会長 　宮 崎 東 明 先生 会訓
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公
益
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団
法
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詩
文
化
協
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総
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会　
長　

地
藏
哲
皚

　
　
　

　

平
成
三
十
年
度
本
会
は
、
創
立
八
十
五
周
年
並
び
に
公
益
社
団

法
人
設
立
七
周
年
記
念
全
国
吟
道
大
会
を
一
年
間
か
け
て
全
国
五

地
区
で
盛
会
裏
に
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
も
う

一
つ
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
本
部
会
館
の
改
修
工
事
が
終
わ

り
、
新
し
い
快
適
な
関
西
吟
詩
会
館
が
竣
工
致
し
ま
し
た
。
こ
の

二
つ
の
大
き
な
慶
事
に
当
っ
て
全
国
会
員
に
何
か
形
あ
る
記
念
を

残
し
た
い
と
考
え
、
役
員
諸
先
生
の
賛
同
を
得
て
、
此
度
『
悠
久
の

名
詩
選
Ⅱ
』（
中
国
の
名
作
シ
リ
ー
ズ
）
を
発
刊
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
達
が
楽
し
む
、
中
国
詩
は
、
時
空
を
超
え
、
読
む
人
に
深
い

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
詩
の
中
に
込
め
ら
れ
た
作
者

の
心
情
が
、
吟
う
人
・
聴
く
人
・
観
る
人
に
訴
え
て
く
る
か
ら
で

あ
り
、
憂
愁
・
悲
憤
・
慷
慨
・
望
郷
・
友
情
・
山
紫
水
明
等
、
作
者
の

心
の
叫
び
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
名
詩
を
よ
り
深
く
鑑
賞
す
る
た
め
の
詳
解
書
を
求
め
る

声
が
多
く
、
本
会
で
は
、
機
関
誌
「
吟
詩
日
本
」
に
「
悠
久
の
名
詩
」

と
し
て
漢
詩
・
作
者
を
よ
り
詳
し
く
紹
介
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

平
成
二
十
五
年
度
「
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
三
十
五
題

の
漢
詩
を
『
悠
久
の
名
詩
選
』（
中
国
の
名
作
シ
リ
ー
ズ
）
と
し
て

発
刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
後

五
年
間
の「
吟
詩
日
本
」掲
載
の
二
十
二
題
を
採
録
、
第
二
弾
と
し
て

お
届
け
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
書
を
通
じ
て
、
皆
様
方
の
吟
詠
活
動
が
よ
り
深
く
楽
し
い
も

の
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

発
刊
に
あ
た
っ
て
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